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2020 年 FIT 見直しへの議論が活発です。経済産業省は分散型エネルギー推進へ動き始めています。

環境省の地域循環共生圏、総務省の分散型エネルギーインフラプロジェクト、農林水産省のバイオマス

産業都市、内閣府の SDGs 未来都市，Society 5.0 等々、地産地消・分散型エネルギーの普及・促進によ

る地方創生策が目白押しです。 

これまで個々に活動していたバイオマスエネルギー関係団体が昨秋集まり、7 団体共同の提言取りま

とめの検討を行いました。その結果、①持続可能な社会構築に向けた地域型バイオマスの利用促進、②

バイオマス発電事業の定着、③熱利用の推進の内容で、「共同提言『基本的考え方』」をまとめました。 

フォーラムの開催は、個々に活動するだけでは行政を動かすことは難しいという反省に立って、一致で

きる政策から一緒に働き掛けていこうと、分散型エネルギー推進活動を展開している団体をはじめ、自立

型地域社会創生や地球環境について同じ志を持つ団体、市民、企業などが集まり、世論形成のきっかけ

を作ることが目的です。つきましては、下記イベントの取材を（できれば告知も）お願い申し上げます。 

詳しくは、チラシ、WEB（http://blog.canpan.info/bioenergy/archive/265 ）をご参照ください。 

記 

１．日時： ７月１９日（金）◆記者発表 12：30～12：50 ◆フォーラム 13：00～17：00 

２．会場： 国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区代々木神園町 3-1） 

◆記者発表（「基本的考え方」発表）は、センター棟 1階 105会議室で行います。 

◆フォーラムは、センター棟 4階セミナーホールで開催します。 

３．フォーラム内容： 【基調講演、パネルディスカッション】 

「バイオマス分散型エネルギー創出による地域サービスを考える」 
 

出演：増田寛也氏（元総務大臣）、中島恵理氏（前長野県副知事）、高村ゆかり氏（東京大学

教授）、柏木孝夫氏（東京工業大学特命教授）、泊みゆき氏（BIN理事長）、ほか多数 

４．定員： ３００名   参加費： 一般 2,500円、共催 7団体会員 1,500円 

５．共催： 上記の７団体  ６．協力及び対象：全国の地域エネルギー団体・事業者、森林・農業組合、

団体、企業、官庁、自治体、研究機関、メディア、市民等 

 

■お問合せ・連絡先： NPO法人農都会議 事務局 （担当：杉浦） 

〒105-0013 東京都港区浜松町 2-2-15  電話： ０８０-５４８５-１４４０ 

E-mail： noutokaigi@gmail.com    

URL： http://blog.canpan.info/bioenergy/  （「農都会議」で検索） 

分散型エネルギー７団体が共同フォーラム 
一般社団法人 日本有機資源協会（JORA） 

バイオガス事業推進協議会（ガス協） 

一般社団法人 日本木質バイオマスエネルギー協会（JWBA） 

一般社団法人 日本サステイナブルコミュニティ協会（JSC-A） 

一般社団法人 日本シュタットベルケネットワーク 

NPO 法人 バイオマス産業社会ネットワーク（BIN） 

NPO 法人 農都会議 

※共催７団体が、12時半より、共同記者発表を行います。 
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